
横須賀市国民保護協議会 

平成26年１月30日（木） 

横須賀市災害対策本部室 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 報告事項 

  ◇ 事業報告 

４ 閉会 



○ 国民保護関連事業の取組みについて 
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北朝鮮ミサイル発射事案の対応 

  ◎平成25年３月末～４月初旬 

避難実施要領記入手順書の作成 

   ◎国民保護協議会幹事会の開催 

国民保護訓練 
平成25年11月11日（月）（図上検討会） 

平成26年１月31日（金）（実施予定実動訓練） 



○ 北朝鮮ミサイル発射事案の対応 

  
１．世の中の状況 
 ・朝鮮労働党機関紙が、「横須賀市を射程圏内」と名指し（３月31日） 

 
 ・自治体等に対して総理指示（４月５日） 

 
 ・防衛大臣が自衛隊に「破壊措置命令」を発出との報道（４月７日） 

  
 ・マスコミ報道が過熱（４月10日頃） 

  
 ・「破壊措置命令」の解除との報道（６月28日） 
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○ 北朝鮮ミサイル発射事案の対応 

  ２．横須賀市の対応 
 ・市議会正副議長から市長に対し「万全の対応を行うよう」申入れ 

 →国（内閣官房・外務省）に対して要請文(資料１)を送付（４月１日） 

 

 ・要援護者施設(約500か所)に注意喚起文(資料２)をＦＡＸ送信※（４月９日） 
 

 ・商工会議所のご協力をいただき、会員企業(約3,600か所)に注意喚  

  起文を送信（４月10日） 

  

  
 ※土砂災害等が発生した場合に備え、市内の要援護者施設に、タイムラグなく 
   ファクスを送信できる体制を整えており、今回の注意喚起文の送信にも活用し 
   ました 
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 資料１：国に対しての要請文 

○ 北朝鮮ミサイル発射事案の対応 
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 資料２：注意喚起文 



○ 避難実施要領記入手順書の作成 
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１．問題意識など 
 ・国民保護事態が発生し、大規模避難が必要な場合、市町村は 
  他機関からの援助を受けるために「避難実施要領」を作成する 
  こととなっています。 
 
 ・しかし、これまで本市が行ってきた図上訓練では、所定の時間内 
  に避難実施要領を作成することができず、迅速な作成が課題と 
  なっていました。 



○ 避難実施要領記入手順書の作成 

- 6 - 

２．取組状況 
 ・大規模避難を行うためには、輸送力を有している公共交通機関や 
  自衛隊等の関係機関と調整することが重要ですが、本市が直接 
  調整するのか、県に調整をお願いするのか、県と市との役割分担 
  を明確化しました 
 
 ・各機関に情報提供するタイミングも、「精度よりも早さ」が望まれる 
  のか、「確定情報」が望まれているのかなどを確認するため、 
  国民保護協議会幹事会を開催し、各機関と意見交換を行いました 
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○ 避難実施要領記入手順書の作成 



○ 国民保護訓練 

■平成25年度訓練の趣旨 

  平成25年4月に起きた北朝鮮ミサイル問題をベース 

    ・相手国の攻撃対象地域になっている 

    ・情報等が集まらない 

    ・マスコミが連日市内の様子を放送し世間を煽る・・・ｅｔｃ 
 

 このような背景で、武力攻撃事態や緊急対処事態でない 

が、市民生活に影響を及ぼす原因不明事案が発生した際 

の、各機関の連携方法を確認することを主目的とします。 
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（１）訓練のネライ 

  □ 原因不明の事態発生時の対処能力向上 

    ・各機関の考えを共有することで様々な事態対処能 

     力の向上及び連携強化を図る。 

  

  □ 現地調整所のあり方の検証 

    ・効率的に全機関が情報を共有する拠点を検証 
 

  □  二段構え（図上検討・実働）の訓練を企画 

    ・どの機関も経験のない事態対処であるため、図上 

     検討会、実動訓練の二段構えにより、訓練の目的 

     を達成する。 

        

○ 国民保護訓練 
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○ 国民保護訓練（図上検討会） 
日   時：平成25年11月11日（月）15時～17時 

場   所：横須賀市消防局庁舎 災害対策本部室 

会議内容：想定シナリオを４つのフェーズ（局面）に分け各局面で関
係機関がどのように事態対処していくか検討した。     

訓練想定 

・国内背景は、平成25年4月と同様のミサイル問題に揺れる、
緊迫した状況。 

・上空から正体不明の物体が燃えながら落下（負傷者2名）。 

 ・ 消火後の正体不明物体から爆発物が発見される。 

 ・ 国の事態認定はなし。 

訓練監修：宮坂直史 防衛大学校国際関係学科 教授 

参加機関：神奈川県警察本部及び市内２警察署、陸・海・空自衛隊   

       海上保安部、神奈川県、うわまち病院、防衛大学校 
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○ 国民保護訓練（図上検討会） 
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○ 国民保護訓練（実動訓練） 

 図上検討会での討議を踏まえ、実動訓練を実施予定。 
 

日   時：平成26年１月31日（金）14:00～15:00（予定） 

場   所：ヴェルニー公園、横須賀本港 

参加機関：神奈川県警察本部、横須賀警察署、 

       横須賀海上保安部、海上自衛隊、神奈川県、 

       ㈱トライアングル、横須賀市 

訓練監修：宮坂直史 防衛大学校国際関係学科 教授 

訓練想定：図上検討会と同様 

訓練目的 

  ・事案対処機関相互の連携強化 
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○ 国民保護訓練（実動訓練） 

訓練ポイント 

◎ 各機関の初動対応訓練 

   ＊あらゆるテロ攻撃等を想定した初動対応 

◎ 現地調整所の連絡調整訓練 

   ＊錯綜する様々な現場情報の管理 

◎ 事案現場の状況調査訓練（警察・消防連携訓練） 

   ＊ガス検知（生物剤・化学剤）、放射性物質等調査 

◎ 負傷者救助、火災消火訓練 

◎ 海上規制訓練 

◎ 爆発物処理訓練 
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○ 国民保護訓練（実動訓練） 

訓練プレーヤー等（総勢約100名） 
【神奈川県警察本部】 

 ・危機管理対策課、警察本部警備課、ＮＢＣテロ対応専門部隊、 

  県警爆発物処理隊、県警航空隊、機動通信モバイル班 

【横須賀警察署】 

 ・警備課、地域課、神奈川救助犬ネットワーク 

【横須賀海上保安部】 

 ・現地調整班、巡視艇くりかぜ、 

【海上自衛隊横須賀地方総監部】 

 ・防衛部第３幕僚室 

【神奈川県横須賀三浦地域県政総合センター】 

【㈱トライアングル】 

【横須賀市消防局】 

【横須賀市市民安全部危機管理課】 
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横須賀市国民保護協議会 

平成26年１月30日（木） 

横須賀市災害対策本部室 

１ 開会 

２ 市長あいさつ 

３ 報告事項 

  ◇ 事業報告 

４ 閉会 



平成25年度 

横須賀市国民保護協議会 

資 料 

平成26年１月30日（木） 

横須賀市災害対策本部室 


